
■大隅半島４市５町議会にて、「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書・要望書を、
各所へ提出しました。

※「錦江湾横断道路」とは…令和３年６月に策定された「かごしま新広域道路交通ビジョン」
及び「かごしま新広域道路交通計画」において、高規格道路としての役割が期待されるもの
の終起点が決まっていない「構想路線」に位置付けられた道路で、薩摩半島と大隅半島を結
ぶものです。

「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書・要望書の提出

令和６年４月 26 日
鹿児島県議会松里議長へ要望書を提出

令和６年４月 26 日
鹿屋市・志布志市・曽於市・大崎町・東串良町・肝付町・錦江町・南大隅町・垂水市議
会議長と県議会議員にて、塩田知事へ「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書
を提出しました。

令和６年５月 17 日
鹿児島市議会川越議長を訪問
意見書提出の報告・説明を行いました。

要望書は４市５町議会議長の連名で提
出し、九州南部地域の産業・経済・文
化の発展や救急医療体制の確保、桜島
噴火や地震等の災害対応のため、早期
事業化を強く求めるとして提出しまし
た。
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